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ころは御影師範の連続優勝が続き、神戸一中が一度優
勝。第 10回大会からは全国大会となり、崇実（スン
シル）という平壌のチームが優勝しています。
関東大学リーグの方は、第 1回が早稲田、第 2回が
東京高師、第 3回から東京帝大が 6連覇します。
少しずつレベルアップしていきます。1930 年の極
東大会には初めて優秀選手を全国から選抜して日本代
表を編成します。監督の鈴木重義は附属の卒業生です。
主将は竹腰重丸。フィリピンに勝って中国と引き分け、
初めてアジアを制します。

この方は、文京区にある郁文館の卒業生です。郁文
館ではあまり知られていなかったようですが、郁文館
の先生方にお伝えし、いまでは知られるところとなっ
ています。しかし学校HPを検索してもヒットしません。
こうしてはじまったのが、いまの天皇杯につながる
全日本選手権大会です。
いまの全国高校サッカー選手権大会は、その少し前
に関西で始まった日本フートボール大会からつながり
ます。1917 年に東京、東海、関西で始まった旧制中
学と師範学校の大会のうち、大阪毎日新聞社主催の日
本フートボール大会に一本化されたものです。初期の
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■ JFA のシンボルマーク

その翌年、サッカー協会のシンボルマークが決まり
ます。「協会旗を日名子氏案に定む」と、JFA 機関誌
に議事録が載っています。3本足の烏ですね。
この由来について、いろんな話がありました。「発
案者の内野台嶺は、日本サッカーの“始祖”中村覚之
助の出身地を思って八咫烏を採用したのではないか」
というのもその一つです。当時の時代背景から、八咫
烏はよく知られたキャラクターでしょう。一方、漢文
学者の内野台嶺にしてみると、三本足の烏は中国の文
献にもみられることはご存じだったはず。中国由来の
話としてなのか八咫烏としてなのか、内野がどう考え
たのかはわかりませんが、日本サッカー協会が進むべ
き方向性をシンボルマークに表すとするなら、道先案
内としての八咫烏はうまくフィットしたと言えるので
はないでしょうか。実際にデザインされた日名子実三
の芸術センスもさすがですね。

各国のエンブレムを並べてみました。スリーライオ
ンズから始まって、ドラゴンや鷲、フランスは鶏です。
ブラジルやアルゼンチンは動物ではありません。ナイ
ジェリアはイーグル。アジア各国も挙げておきました。
JFA50 年史『日本サッカーのあゆみ』は新田純興
がまとめられたものですが、「協会旗・マークの意義」
としてスライドのように記されています。「東京高等
師範学校の内野台嶺教授を中心とする人たちの発案
を、図案会の雄、日名子実三がまとめたもの」であり、
「中国の古典」や「日本の神話」が由来であることが
紹介されています。もう少しマニアックなところで言
うと、『東京教育大学サッカー部史』には「日本蹴球
協会の三足烏のいわれ」として次のような記述があり
ます。「東京高等師範の生徒が考案した図案であると

いわれているが、それが誰であったかわからない」「も
しこれを読んで心当たりの方があったら、是非お知ら
せ願いたい」。これは 1974 年に書かれたものです。
この後、「内野台嶺先生から聞いて調べた」話が続き
ます。
内野先生は蹴球部長であるとともに、高等師範の漢
文の先生です。それだけでなく、附属中学でも漢文を
教えておられました。高等師範の生徒が考案したと書
かれていますが、もしかすると附属中学の漢文の授業
中に、内野先生が「今度サッカー協会のシンボルマー
クを決めるのだが、君たち何かいいアイデアないかな」
と投げかけたかもしれません。すると附属中の元気な
子たちが、「八咫烏がいいのではないでしょうか」と
答えるシーンが容易に想像できます。あくまでも想像
（妄想）でしかありませんし、もはや証明のしようも
ありません。けど、こんな話で盛り上がるのも楽しい
ですよね。
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■ 臼杵市を訪ねて

日本サッカー史研究会と法人化前のサロン 2002
で、2013 年 3 月、もう 10 年以上前になりますが、
竹腰重丸の出身地、大分県臼杵市を訪ねるツアーに出
かけました。メインは竹腰重丸でしたが、行ってみる
とそこは日名子実三の出身地でもあり、両者が並んで
紹介されていました。知らなかったので驚きました。

日名子は戦前の日本を代表する彫刻家で、スポーツ
のメダルや、神話をモチーフにした作品を多く残して
います。東京美術学校、いまの東京芸術大学美術学部
の出身です。神武天皇の頭上に八咫烏が乗った彫刻は、
地元の方が保管されていました。

1893年　大分県臼杵市に生まれる
1912年　�大分県立臼杵中学卒業…

慶応義塾大学部理財科に入学…
親に無断で夏ごろ退学

1913年　�東京美術学校彫刻科に入学…
朝倉文夫の朝倉塾に入る。

1918年　東京美術学校を首席で卒業
1926年　「構造社」結成
1928年　�フランス留学。…

欧州各地を歴訪。数多くのメダルを持ち帰る。
1931年　JFAのマーク制定
1932年　ロサンゼルス五輪に出品
1936年　ベルリン五輪に出品
1945年　51歳で死去

日名子が欧州各地を歴訪したのは第 1次大戦が終わ
り、ヨーロッパがつかの間の平和を味わう時代でした。
スポーツも盛んで、ヨーロッパのアーティストはス
ポーツのメダルやトロフィーに、ギリシャ神話の神様
をモチーフにした作品が多く作られました。日名子も
これらに刺激を受けたのではないかと考えられます。
日名子は戦前のオリンピックに出場しています。と
いってもスポーツではありません。オリンピックに芸
術種目があった時代の話です。51歳で亡くなられた
日名子が JFAのシンボルマークをデザインしました。

注）�JFA のオフィシャルサイトの Q&A「JFA のシンボル
マークの意味は？」では、次のように記載されている。…
JFA の旗章に用いられている「三本足の烏」は、中国
の古典にある三足烏と呼ばれるもので、日ノ神＝太陽
を図案化したものです。1931（昭和 6）年 6 月の大日
本蹴球協会の理事会で旗章（シンボルマーク）の採用
を決め、翌 1932 年の全国代議員会で彫刻家の日名子
実三のデザインを協会旗に定めることを決定しました。…
中国の三足烏の説話は早くから朝鮮半島北部にあった高句
麗に伝わり、その後、東アジア各地にも広まっていきました。

そして日本にもこの思想が伝わったため、次第に八咫烏と混同
されて八咫烏が三本足で描かれるようになっていきました。八
咫烏は、日本の建国神話の中の神武天皇東征の説話に登場する
神の使いで、日名子はこれをモチーフに JFAの旗章を制作しま
した。しかし、神武東征の物語を伝える『古事記』や『日本書紀』
には八咫烏が三本足だったという記述はなく、また三足烏がも
ともと中国の説話にあることから、JFAとしては、旗章の由来
が単に神武東征神話に登場する八咫烏であるだけでなく、『淮
南子』などの記述などから中国由来のシンボルでもあるとして
います。� 出典：『日本サッカー協会百年史』
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に足を乗せて横を向いているところです。「中塚くん、
これを明らかにしてくれないか」というのが、シンポ
ジウム後に成田先生からあった電話のなかみでした。
それが最後の会話となりました。
臼杵ツアーの話の続きですが、みなで散歩している
と熊野神社がありました。熊野神社は全国各地にある
ので珍しいことではありませんが、そこのあずまやに
掲げられていた絵馬に驚きました。八咫烏です。
神武天皇東征の出発点は宮崎県の高千穂峡のあたり
です。瀬戸内経由で大阪～和歌山、そして那智勝浦の
あたりで上陸して八咫烏の導きで大和へ向かうことに
なっていますが、神武天皇ご一行が高千穂からどの
ルートで九州を北上されたかは諸説あるようです。臼
杵の熊野神社の絵馬は、臼杵の港から船出するご一行
を 3羽の八咫烏が導いているようすです。
八咫烏神話は熊野や大和だけでなく、いたるところ
にあるのですね。

東京高師の卒業生は、現場の教師として赴任した学
校でサッカーを指導しました。また、校長先生として
赴任した学校でサッカーを奨励することもありまし
た。湘南高校の赤木愛太郎、五中・小石川の伊藤長七、
志太中、いまの藤枝東の錦織兵三郎らがそうです。
成田十次郎先生の義父である成田千里は覚之助の後
輩です。第一東京市立中学、いまの九段高校の初代校
長、そして豊島師範学校長を務めました。先ほどのラ
イオン像も、成田千里の遺品の中にあったものだそう
です。
刈谷中も湘南中も、モデルは英国のパブリックス
クールです。スポーツ、とりわけフットボールの教育
的意義を認め、ベースボールよりもフットボールを奨
励した学校づくりが進められました。

彼は留学中、ベルギーのブリュッセル郊外にある
ワーテルローの古戦場にあるライオン像をみる機会が
あったと思われます。1918 年に建った像なので、日
名子の留学時にはすでにあるわけです。

このことを指摘されたのは、故成田十次郎先生でし
た。最後にお会いした「サッカー×アート」のシンポ
ジウム（後述）で、成田先生がご自宅にあったミニ
チュアのライオン像を手にされ、「3本足の烏がボー
ルを押さえて横を向いている姿は、ワーテルローの丘
のライオン像をみてイメージしたに違いない」と話さ
れました。ライオンが押さえているのはボールではな
く大砲です。4本足のライオンが足を大砲に乗せて横
を向いている。JFA のマークは 3本足の烏がボール

成田家にあるライオンのミニチュア版
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ヨーロッパ中の各地の戦争遺跡を訪問しているので
その一つだと思います。ライオン像の影響の指摘は
非常に貴重だと思います。
臼杵に行ったときの熊野神社の絵馬にカラスが飛
んでいるのも、日名子のデザインのアイデアのもとに
なったのではないかなという感じを強く持ちました。

中�塚：ありがとうございます。ではここからもう一つ
のルーツ校、東京高師附属中学周辺のできごとを追
いながら、大戦前の日本サッカーの後半戦をみてい
きたいと思います。

■ 参加者からのコメント

中�塚：ここでいったん切って、補足とかご質問を受け
付けたいと思います。ここから先は高等師範の話か
ら高師附属中の話に入っていくので。

小�堀：熊野にも臼杵にもご一緒させてもらいました。
三本足烏と日名子実三さんのことには非常に興味を
持ちました。それと、先ほどの画像の中にライオン
像があったと思いますけど、あれも日向子実三がオ
リンピックを考えて、フランスに留学したときに、

大戦前の日本サッカー : 二つのルーツ校を中心に　②東京高等師範学校附属中学校

■ 附属小学校のサッカーの始まり

『附属 100 年の思い出』という東京教育大学附属
小学校 100周年記念誌に、とても興味深い記事が載っ
ていました。先ほどから何度も出てきている新田純興
が書いたものです。新田さんは附属小から附属中へ。
戦前だから 5年間過ごし、そこから一高、東京帝大へ
進むのですが、この人の小学校のときの思い出です。
「～その時の高師のフルバック」とはどういうこと
かと言うと、負け続けていた YC&ACに 1908年に初
勝利し、都内の新聞でそのことが大きく取り上げられ
たことがあったようで、その試合のことを指していま
す。
そのメンバーの一人である川崎喜一先生が、「明治
43年 1月に私どもの算術の教生として指導してくだ
さったのでしたが、同級生一同がバリバリと問題を処
理してしまう」というのはさすが附属小の子どもたち

ですね。「算術の代わりにフットボールのことを教え
ようと、サッカーのABCから手ほどきをしてくださ
いました」と。これが附属小におけるサッカーの始ま
りだということです。
「新しい知識を授かった我々は、それから毎日朝 7
時にはボールを借りに行って」というのは、高等師範
のサッカー部の寮が附属小の近くにあったので、そこ
に借りに行ったということですね。「天気なら必ずボー
ルを蹴り、それまで建物名の中だけで遊んでいたのが
急に勇壮活発になりました」ということです。この仲
間が附属中学に進む。つまり小学校のときからボール
を蹴っていた子が附属中に入ってサッカーを続ける
と、それは上手になりますよね。「やがては公式試合
で中学の方が本校を負かしてしまったという記録を樹
立する」。つまり附属中対高等師範が公式試合で対戦
し、附属中が勝つということが本当に起きるわけです。
これについては後述します。

■ 附属中学校のサッカーの始まり

『附属中学サッカーのあゆみ』という本に、やはり
新田純興が、今度は附属中学でのサッカーの始まりの
ころのことを書いています。
先ほども言いましたが、嘉納治五郎は留学生を多数
受け入れていました。そして留学生のスポーツ活動も
奨励していました。「グラウンドでプレーするのを若
い附属の連中が真似し新しい技術を身につけるよう
に」なります。小学校からやっていたことに加え、留
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山俊雄が書いた記事を紹介します。大正期の附属中の
校庭の様子です。「私の在学中、昼休みに最も広く行
われていた遊びはゴムまりのベースボールマッチ」で
す。実は野球も、附属ではいち早く取り入れられてい
ました。ベースボールはいまの東大で始まったと言え
るので、附属にもすぐ伝わってくるのです。フット
ボールは「ボールを軽く投げ上げ、落ちてくるところ
を高く蹴り上げるという遊び方、ボールが 1個しかな
かったから下級生はその仲間に加わりにくかった」と
いうのはわかる気がします。中 1から中 5までがグラ
ウンドにいるのですからね。

「それがいつの頃からか、生徒が思い思いに相手を
見つけてジャンケンをし、負けた方が帽子をうしろ前
にして敵味方に分かれ、ベースボールをやっている間
を縫いつつ、相手側のゴールを狙うという、不特定多
数による試合形式の遊びが、ベースボールに匹敵する
ぐらい盛んになった」ということです。

「全生徒の推定 70%が全面に散らばっている」。み
んな男子です。「ショートパスをつないで相手方のゴー
ルに迫る」以外にやりようがないですよね。大勢がい
て、ベースボールもやっている間なのですから。それ

学生からも学んでいたようです。これが茗荷谷駅前、
いまの文京スポーツセンターの辺りの話です。東京高
師と附属中は同じグラウンドを使っていました。

そして豊島師範に着任した内野台嶺先生が高師と附
属の漢文教師として戻って来ます。高師蹴球部長でか
つ附属中学の漢文の先生です。「附属中学のア式蹴球
の指導をしてくださった」と書かれています。サッ
カーのことですね。
「この年、芝浦の埋立地で日本代表としてサッカー
に出場したが、中国、比国に大敗した」というのは前
述の1916年の極東選手権の話です。「これが転機とな
りクラブ組織のサッカーチームをつくることになった」
というのは、内野台嶺が立ち上げた東京蹴球団のこと
です。そして関東蹴球大会がはじまり、同時期に東海、
関西でも蹴球大会が開かれたという話に続きます。

関東蹴球大会はやはり師範学校が強いんです。旧制
中学校よりも 2歳ぐらい年上です。体格に優る師範学
校が優勝することが多いのですが、この第 3回大会に
附属中が初出場します。部として公認される前のこと、
つまりモグリですね。
『附属中学サッカーのあゆみ』から、30回生の岡
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部活になるよりずっと前の話です。そして「フット
ボールの好きなものは、放課後にもボールを蹴る練習
をやっていた」というのが約 100年前の話です。
先ほどの第 3回関東蹴球大会に出場したチームは、
部として公認される前ですが、「上記のご常連と昼休
みの不特定多数による試合式遊びで目立ったものの中
から選抜された 5年・4年生を主力とするものだった」
ということです。
出場に先立ち、内野先生が登場します。「試合に臨
む注意ないし心がけについて話があった。といっても、
センターハーフは誰かと尋ねられ、はいと私が手を挙
げると、重要なポジションだから頑張ってやるように
という程度のお話しだった」とのこと。部として成立
する前ですからユニフォームもなく、野球部のものを
借用したそうです。

サッカー部の創部については、29
回生の井染道雄が別のところに詳し
く書かれています。この方は明治大
学のサッカー部の創始者です。
「当時附属には蹴球部はなかった
し、是非作りたいと宮下丑太郎先生
に相談したりお願いしたりしたがど
うしても許可されずに年は経って
行った。そして私が 5年生の時、よ
うやく願いが叶って、大正 9年 1月、
第 3回関東中学校蹴球大会に初の参
加が許可された。主力は5年生であっ
た」と書かれており、先ほどの岡山
さんの話につながってくるわけです。
嘉納治五郎は、すでにあった校友
会を改組再編して桐陰会とし、自ら
会長となって全人教育を進めます。
組織変遷図をみるとおもしろいので
すが、蹴球部は陸上運動部から独立
しています。陸上で行われる運動が
陸上運動部にまとめられていたので
すね。さらにその前をみると、遊戯
部に行き着きます。はじめは文字通
り「遊び」だったことがわかります。
陸上運動部からの独立を創部とし、
そこから 100年目の今年 2月に創部
100周年の行事を行いました。
ちなみに、蹴球部から籠球（バス
ケットボール）部が分かれて誕生し
ているのも面白いですね。

はもうぐちゃぐちゃです。「誰にも教えられずにショー
トパスの要領を自得する。附属のものならほとんど誰
でも、ある程度以上にボールに対するなじみの深さ、
ないし慣れのレベルの全般的な高さは、この遊びに由
来すると言える」というのはその通りだと思います。
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主将鈴木重義氏」でした。その成果か、早稲田高等学
院は旧制高校のインターハイで第 1回、第 2回に優勝
しています。
その鈴木先輩が「後輩たちにご利益のお裾分けをし
てやろうと、チョウディン氏を私達に紹介してくれた」
のが春山さんの記録にあり、東京高師グラウンドに連
れてきてくれたそうです。
別の記事にあったのですが、チョウディンはほかの
ビルマ人留学生数名と神楽坂のあたりに下宿してお
り、高師グラウンドのあたりは散歩の範囲なのか、た
びたびやってきたようです。

そんな彼が「大正 12（1923）年 8月、蹴球の指導
書（How to Play Association Football）を出版」
します。有名な本ですね。そしてこの本の中でモデル
として、33回の春山さんとともに、34回の本田長康、
真鍋良一、いずれも後に日本代表になる人ですが、そ
の方々が協力します。「タックルされたり、ドリブル
で抜かれたり、主役はもちろんチョウディン先生。こ
ちらは生徒で、ああでもない、こうでもないと注文を
付けられ、出来上がった写真の数々が同書の中に掲載
されている。グラウンドは勿論東京高師」でした。

■ チョウディンとの出会い

日本にサッカーの技術を伝えたビルマ人、チョウディ
ンは、日本サッカー殿堂に掲額されています。いまの
話があった1920年頃に来日されたようです。東京工
業大学、このころは蔵前工業ですが、その留学生です。
東南アジアの人たちも、いち早く近代化を成し遂げた
日本で勉強し、自分の国へ戻って貢献したい気持ちが
強かったのでしょう。また、日本でしっかり学ぶとと
もに、自分の国でやっていたことも続けたかったでしょ
う。この人は走り高跳びとフットボールが得意でした。
チョウディンと附属中については、春山泰雄、東京帝
大の黄金期のメンバーで日本代表にもなった方ですが、
その方が『附属中学サッカーのあゆみ』に詳しく書か
れています。「彼が高師グラウンドに現れ、近代サッ
カーの手ほどきをしてくれた」のが1922年秋ごろで、
「彼と私達の縁結びの神様」は「30回卒の鈴木重義氏」
だと書かれています。早稲田サッカーの創始者ですね。

ハイジャンプを得意とする彼は、「何かの縁で来日
早々、早大グラウンドでジャンプ練習に行ったとき、
早稲田高等学院のサッカーの練習を見て、コーチ役を
名乗り出たが、これを大歓迎したのが、当時同学院の
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■ 1930 年の極東選手権制覇とエリート校中心のサッカー環境

日本サッカーのレベルは徐々に向上し、先ほども出
てきた極東選手権優勝につながります。その背景には
チョウディンの指導の成果もあったことでしょう。
第 9回極東選手権優勝メンバーを見てみると、監
督の鈴木重義、フォワードの春山泰雄、ミッドフィル
ダーの本田長康、フルバックの近藤台五郎が附属中出
身者として名を連ねています。附属中卒業後は、旧制
高校を経て東京帝大や早稲田で活躍されています。こ

のチームは東京帝大出身者が大半を占めています。東
大黄金期を形づくった人たちです。出身中学は附属中
や神戸一中、広島高師附属中など。府立五中からも 2
人、竹内悌三さんとゴールキーパーの阿部鵬二さんが
入っています。
このようにサッカーは、いわゆるエリート校で行わ
れていました。逆に言うと、エリート校以外にサッ
カーは広がっていなかったと言えるかもしれません。

高校サッカー年鑑には、全国大会
出場校一覧が載っています。大戦前
の選手権には、附属中が 3回出てい
ます。神奈川は山梨と予選をやって
いましたが、湘南中が 3回出ていま
す。優勝校は、師範学校以外には神
戸一中や広島一中、あとは朝鮮半島
の学校です。
サッカーは高等師範の卒業生が赴
任した学校で行われ、それ以外には
まだほとんど広がっていなかったこ
とがうかがえます。
高師附属中の人たちも大戦前のサッ

カー環境に大きく貢献しています。卒
業後、行った先々でサッカー部を作り
まくっているのです。新田純興は東京

この本が出版された約 1ヶ月後の 9月 1日に関東
大震災が発生します。9月 1 日は始業式ですね。そ
のあとおそらくホームルームがあって、先生方は会議
です。サッカー好きの子どもたちはグラウンドでサッ
カーを楽しんでいるというのもありそうな話です。午
前 11時 58 分、まさに地軸をひっくり返す大地震が
起きるわけです。

春山さんの中学サッカーの締めくくりは大震災翌年
の1月、東京高師グラウンドで行われた第3回全日本
選手権、いまの天皇杯の東部予選1回戦で、東京高師
と附属中の試合です。これに附属中が 2-0で勝利しま
す。これが新田さんが言及されていた試合で、いまで
言う筑波大学に筑波大附属高校が勝った話です。憧れ
のお兄さんたちに勝ったのだからうれしかったでしょう
ね。相手のセンターハーフ、竹内虎士は有名な方です
が、「こちらはチョウディン直伝の三角パスがある。子
供達にショートパスでちょこまかと動かれたのでは大
の男達もやりにくかったであろう」と書かれています。
蔵前工業は大震災で崩れ、授業はできなくなり、チョ

ウディンの全国行脚が始まります。御影師範がチョウ
ディンを神戸に呼んでサッカーを指導してもらいます
が、その合間に宝塚で歌劇を楽しむチョウディンを待
ち伏せていた神戸一中の人たちも、チョウディンから
直々にサッカーを教わったということです。この話は、
賀川浩さんが嬉しそうによく話してくださいました。
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■ 1929 年の JFA役員改選－師範学校系から大学系へ

大戦前の日本サッカー界でもう一つ押さえておきた
いのが、大日本蹴球協会の役員の話です。

JFA 創設時の役員は 1921 年 12 月現在の方々で
す。黒丸をつけたのが東京高師の卒業生または関係者
です。内野台嶺、熊坂圭三は高師蹴球部OBです。永
井道明も卒業生ですが、蹴球部OBはありません。「い
だてん」にも出てきた体操の先生です。こういった人
たちが創設時の役員でした。
会長として担ぎ出されたのが今村次吉で、陸上競技
連盟の会長をされていました。附属中の 6回卒です。
附属中卒業生には○をつけました。
JFA の役員は師範学校系で構成されていましたが、
1929 年に大きく変わります。牛木素吉郎さんはよく
「1929年の政変」「クーデター」と言われていました。
JFA100 周年記念として昨年発刊された『日本サッ
カー協会百年史』には次のように書かれています。

「組織が大幅に変わったのは 1929 年の改選から
だ。日本サッカーはそれまで高等師範や師範学校の関
係者がけん引していた。1929 年 5月に FIFA に正式
加盟し、日本サッカーを国際化するには大学の関係者
が中枢を担い、全国の支部をまとめていく必要がある
と考える者たちがいた」。
そう考えたのは、表の中で白丸がついている、附属

中の卒業生です。井染さん、峯岸さん、中島道雄さん、
鈴木重義さん。各大学にサッカー部を創り、関東でリー
グ戦をはじめ、そこが日本サッカーの中心となってい
く時代です。JFA の担い手は、師範学校系から大学
リーグの人たち、すなわち附属の卒業生に委ねられる
ようになりました。浦下さん、千葉さん以下の8名は
各地域から選出された方なので別枠となります。東京
帝大の竹腰重丸もいます。附属中の臨時コーチを務め
てくれたこともありました。野津謙の名前もあります。
朝日新聞の山田午郎はサッカー記者の草分けですね。

帝大で、のちの JFA 会長、野津謙とともにサッカー
部を創ります。JFA創設に尽力されたのは前述のとお
りです。先ほども出てきた井染道夫は明治大で、鈴木
重義は早稲田大で、峯岸正雄は立教大で、斎藤久敏は
慶應義塾で。もちろん1人で作ったわけではありませ
んが、創始者のうちの1人となっています。日本代表
として活躍した方も大勢いらっしゃいます。竹内至は
旧制新潟高校でサッカー部を創り、京都帝大を経て東
京ガスサッカー部を創ります。いまのFC東京ですね。
市田左右一は蹴球部員ではありませんが、旧制広
島高校から九州帝大を卒業し、日本で最初の FIFA 理
事になった方です。島田秀夫は Jリーグが始まった
時の JFA会長。諸橋晋六は、大漢和辞典を著された
諸橋轍次のご子息です。
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■ 1946 年の全国制覇

JFA 発行の『天皇杯 65年史』の第 26回大会
のページには、終戦翌年の 1946 年 5 月 5 日、
東大御殿下グラウンドで全日本選手権決勝があ
り、東大 LBが神戸経済大学クラブに 6-2 で勝っ
て優勝したことが書かれています。左下には賀
川浩さんの「私の天皇杯」というコラムがあり
ます。賀川さんはこの試合に神戸経済大学クラ
ブの選手として出場されています。戦争から復
員されたがすることもなく、そのうち仲間から、
サッカーやるから東京へ行くぞと声がかかり参
加したのがこの試合。しかし長時間汽車に揺ら
れ、東京では「よう来たな」ともてなしを受け、
サッカーどころじゃなかったという話を、2016
年の「日本サッカーのルーツを語ろう」でお聞
きしました。

1931 年 2 月。このメンバーのときに JFA のシン
ボルマークが決まるのですが、附属の卒業生が多くを
占めています。今村次吉が会長を退いて顧問となり、
会長不在の時期があったようですが、そのときも鈴木
重義は残っています。
1936年 4月。夏にベルリンオリンピックがある年で
すが、そのときの協会役員には新田純興の名前が見ら
れます。この方は東京帝大を卒業してから三菱鉱業に入
社して佐渡鉱山に赴任したため JFAの運営から離れて
いましたが、1935年に東京に戻って来て JFAの理事
になりました。ベルリンオリンピックへの選手派遣費募
金活動に、関西の田辺五兵衛とともに尽力されました。
大戦前、日本サッカーは初めてオリンピックに出場し

ます。1936年のベルリン大会です。主将の竹内悌三さ
んは府立五中、小石川のOBです。2016 年に「日本
サッカーのルーツを語ろう」というシンポジウムをした

ときに、懇親会から竹内悌三さんのご長男が参加され
ました。竹内宣之さん（68回卒）です。そのとき語っ
てくださったことを、報告書に寄稿されました。「父
（竹内悌三）の遺言－二人の息子には附属でサッカーを
させる」です。竹内悌三さんは戦後、シベリアに抑留
され、そこで亡くなられますが、2人の息子はともに附
属でサッカーをしました。ちなみに竹内悌三さんの長
女は、世界的な照明デザイナーの石井幹子さんです。
もう一つ、これまたすごい話です。後藤岩男さんの
関東フットボール協会の 1938 年のアドミッションが
私の手許にあります。ご子息の後藤邦夫さん（71回
卒）から預かったものです。後藤岩男さんは東京高師
蹴球部長を長く務めた戦前最後の部長です。邦夫さん
は附属サッカー部OBで、附属大塚特別支援学校に務
めておられたころからずいぶんお世話になりました。
筑波大学に出られた後は、女子サッカー部の部長もさ
れました。「日本サッカーのルーツを語ろう」の報告
書には、後藤邦夫さんの寄稿「わが青春のサッカー記
－父（後藤岩男）のあとを追って」があります。
ついでながら、戦後最初の阿部三亥部長のご子息は阿
部生雄さん（72回卒）です。附属中学校長や附属学校
教育長を務めたスポーツ史の大家です。公私にわたって
すごくお世話になりました。亡くなられたのが残念です。
附属はいろんなスポーツが盛んなところですが、と
りわけサッカー絡みの人脈がすごく、いろんなところ
でつながっています。あの人も附属、この人も附属と
いう感じです。
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その試合の前座として中学校の東西対抗戦があ
り、東日本代表の東京高師附属中が神戸一中を1-0
で下したことが記されています。全国優勝ですね。
このことが、当時の校内新聞に紹介されてい
ます。「全国制覇成る　桐陰史中最大の勝利！」
見る人が見ればわかるのですが、メンバーの中

に陸上部の主将がいます。野球部もこの夏、選手
権に出場していますが、その中心選手もいます。
サッカーもやれば野球もやる。いろんなスポーツ
をやっていたのですね。
甲子園球場は米軍に接収されていたので西宮球
場でしたが、優勝した浪商高校に敗れます。負けた
附属中の選手は土を持ち帰ります。それが甲子園の
土を持ち帰る習慣になっていったということです。
この写真は 2014 年 3月、サロン 2002 公開
シンポジウム「スポーツクラブの法人化を語ろ
う」の際に撮影したものです。賀川浩さんに話を
してもらいましたが、会場には附属OBの小栗純
二さん（53回卒）もいらしゃいました。実はこ
の方、1946年の優勝チームの監督なんです。そ
のことを初めて知ったのは、蹴球部のOB会か、
何かの研究会で、会場に小栗さんがおられる場で
した。戦後すぐに附属中が全国優勝したという話
を私がしたところ、小栗さんご自身から「そのと
きの監督は僕だよ」と言われ驚いたことがありま

す。学生監督ですね。小栗さんも鬼籍に入られました。
“遊び心”がすべてのはじまりです。附属サッカー
のあゆみをみていると、そのことがよくわかります。
最初から部活があったわけではありません。やりたい
遊びがあって、やりたい人が、やりたいときにやり、
本気で遊んでいたから、人が育ち、社会が育つのだと
いうことをすごく感じます。

■ 参加者からのコメント

中�塚：ここまでで補足やご質問があればお願いします。
せっかくなので、遅れて会場に来られた小針さん。
いま附属中の保健体育の教師をされていますが、自
己紹介を兼ねてここまでの感想をひと言お願いしま
す。その次に附属OBの大河原さん、お願いします。

小�針：附属中学校保健体育科の小針昇平と申します。
私はちょうどヤタガラスのあたりから参加させていた
だきましたが、ヤタガラスのルーツが諸説ある中で、
ライオン像がヒントになったのではないかというこ
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と、またそもそも文献にある八咫烏ではないかという
ことが印象に残りました。内野台嶺先生の漢文の授業
で、もしかすると附属の生徒が八咫烏がいいのでは
ないでしょうかと言ったのではという話を中塚先生が
されていましたが、私もその説が有力な気がします。
いままで何の疑問を感じずに、そういうものなん
だなと思っていたところにも、歴史をたどれば語源
というか、ルーツがわかり、附属高校が深く関わっ
ていることや、附属高校出身者がサッカー界の重鎮
に大勢いらっしゃるというのが、すごい伝統と文化
のある学校なのだなと改めて思いました。以前は東
大に 100人以上進学していた歴史もある中で、サッ
カーはもちろん、各界につながっている附属のネッ
トワークを、自分としても少しでも伝えられるよう
にしていこうと思いました。
サッカーのことを深く知ることができて大変勉強
になり、興味・関心が湧きました。自分でも文献か
らひもといて何か見ていきたいなと思いました。

大�河原：遅れて参加しています。サロン 2002 ファミ
リーで、所属団体としては桐窓サッカー倶楽部とな
ります。出身はこの附属中高サッカー部で 106 回
卒業生です。
先ほど話のあった 2016 年のシンポジウムなど、
私も歴史のいろんな話をお聞きしてきましたが、頭
の中で整理し切れていない部分がまだあります。今
日の話をお聞きしても、前後関係がわからなくなる
ところがまだあるような状態なので、これからも参
加して頭の中を整理していきたいと思います。

附属のサッカー部が先ほど、創部前から公式戦に
出ていた話がありました。創部からちょうど 100
周年を迎え、いろんなイベントをやりました。イベ
ントはやりましたが、記念誌がまだ準備すらはじ
まっていません。中塚先生がまとめてくださってい
る資料や、卒業生から集める写真などを盛り込んで
つくっていければなと思っています。
新しい話を少し交えると、先ほどの全国優勝した
チームに陸上部の主将や野球部のエースがいたとい
う話がありました。つい先日、附属高校フットサ
ル部が、東京都の高校生大会で初優勝しました。F
リーグの下部組織などが出場しない、高校フットサ
ル部だけの大会ですが、優勝できたのはうれしいこ
とです。そのチームにも、野球部の主将やバレー
ボール部の主将がいます。これはある意味、附属の
文化なのかもしれません。一つの部だけでなくてい
ろんなことをやる。そういうムードがあるのかなと、
先ほどお聞きしていて思いました。

中�塚：ありがとうございます。他の方からもコメント
があればいかがでしょうか。佐藤さんが試みておら
れますが、声が出せないようです。しかし画面には
何か出てきています。「『ア式蹴球』鈴木重義、野
津謙著」。すごいなこれ。何が書いてあるんだろう。
定価1円ですか。すごいなその本は。初めて見ます。
ありがとうございます。
では後半の終盤ということになりますが続けさせ
てください。残り 20 分です。あと 10 分ぐらいで
私の話は終わりにしたいと思います。

今後に向けて

■ シンポジウム「サッカー×アート」

コロナ禍でいろんな活動が停滞しましたが、それで
も動きはありました。
2020年1月26日、本校敷地内の桐陰会館で「サッカー

×アート」という、刺激的なシンポジウムが開かれました。
このころはダイヤモンド・プリンセス号の一件が始
まったころでしょうか。1ヶ月後には当時の安倍晋三
首相が、全国の学校の一斉休校を宣言し、大変なこと
になっていく時期です。
JFAのシンボルマークの由来や背景をひもとくシン
ポジウムで、キーパーソンは内野台嶺と日名子実三、
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深いものでした。この内容をまとめて出版する話が進
み、原稿も提出したのですが、コロナの影響かいろん
なことがストップして立ち消えになっています。
那智勝浦町からは堀順一郎町長も来られました。町
を挙げて力を注いでくれています。

■ 八咫烏シンポジウム

コロナど真ん中の 2021 年に「紀の国わかやま文化
祭 2021」がありました。国民文化祭です。各自治体
でイベントが企画され、那智勝浦町では「八咫烏シン

そして中村覚之助です。東京高師を受け継ぐ筑波大学
と、日名子実三の出身校の東京美術学校、いまは東京
芸術大学美術学部ですが、両校のコラボで企画されま
した。筑波大学芸術学群長の太田圭さんは蹴球部の副
部長です。東京芸大美術学部長の日比野克彦さんはい
ま学長をされています。このお二人は、東京芸大サッ
カー部の先輩後輩です。そのような関係で、このシン
ポジウムが企画されました。日本サッカーのはじまり
と東京高師のかかわりについては、OBとして現役部
員に何度か話したことがあり、太田副部長からはこの
シンポジウムについて早くから相談がありました。私
も話をさせてもらいました。
中村覚之助の話を公に取り上げたのは2009年 3月
21日に那智勝浦町で開かれた「中村覚之助と日本サッ
カーの夜明け」というシンポジウムが最初です。2010
年 2月 6日には東京で「熊野の中村覚之助」というシ
ンポジウムを開き、これらを報告書にまとめました。
その10年後に日本ヤタガラス協会が発足し、5月

18日に設立総会があり、記念講演をさせていただきま
した。コロナ後は毎年、那智勝浦町に出向いております。

「サッカー×アート」のシンポジウムでの私のテーマは
「内野台嶺と中村覚之助」です。今日のような話をさせて
いただきました。会場には成田十次郎先生が来られまし
た。最後にお会いする機会となってしまいました。成田
先生からライオン像の話が紹介されたのはこのときです。
成田先生の隣には那智勝浦から来られた中村統太郎
さん、逆隣には真田久さんがいらっしゃいます。日比
野克彦さんや、筑波大学長の永田恭介さんもいらっ
しゃいます。私もちょこんと座っています。
永田学長のご挨拶に始まり、太田さん、日比野さん、
真田さんのトークショーもありました。内野台嶺さん
は漢文学の大家であり、その方面からの報告もありま
した。日名子実三さんについての考察もたいへん興味
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■ 日本ヤタガラス協会の動向

コロナが 5類に移行し、ひとの行き来が元に戻っ
て来ました。2019 年に設立された日本ヤタガラス
協会は、総会以降、コロナでほぼ休業状態でしたが、
2023年度より徐々に再開しています。
2023 年 7 月 14 日、熊野那智大社例大祭「扇祭」
をみてきました。「那智の火祭り」として有名ですね。
毎年 7月 14日に開かれます。
その翌日、久しぶりに日本ヤタガラス協会の年次総
会と付帯イベントがありました。ヤタガラスを使った
地元の商品を紹介しあう会でした。いろんな商品があ
ります。グッズ紹介を通して互いの交流も生まれまし
た。昨年度の公開シンポジウム「成田十次郎先生を語
ろう」の懇親会で提供した日本酒は、このとき知り
合った「九重雑賀」から取り寄せたものです。
実は今日、山本会長と電話で話して、今年も7月14

日の扇祭りに合わせて総会をすることになりました。…

翌 15 日が総会です。ちょうど休日なので都合がいい
ですね。
そして今年は 7月 13日の土曜日が小石川サッカー
100周年です。

ポジウム」が 11月 3日に開かれました。那智勝浦町
では堀町長が張り切っています。私にとってはコロナ
になって初めての旅行でした。
「日本サッカーの始まりと中村覚之助」というテー
マで話をさせてもらいました。地元の偉人のことを、
地元の方は意外とご存知ありません。
シンポジウムではほかに、日本ヤタガラス協会会長
の山本殖生さんによる「熊野の八咫烏伝承の魅力」と、
「熊野三山参詣曼荼羅絵解き」の協演がありました。い
ずれもすごく興味深い内容でした。参加者も多く、盛
り上がりました。
シンポジウム後に、中村覚之助の名誉町民顕彰式が
ありました。統太郎さんが、町長から記念の盾をいた
だいているところです。
改めて思いましたが、JFAのシンボルマークと関係

あるかどうかはともかく、日本にサッカーの種をまいた

“始祖”として、中村覚之助のことをもっともっとクロー
ズアップしていきたいと思います。成田先生をサッカー
殿堂に推薦させてもらいましたが、覚之助のサッカー殿
堂入りへ向けても、これからも引き続き活動を続けてい
きたいと思います。
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同志・ライバルです。附属の卒業生は行く先々でサッ
カーチームを作りますが、研究所でサッカーチームを
作った阿形さんは、別の研究所チームを率いる永田学
長と何度も試合をされたとのこと。

阿形さんの特別講演のあとで、私が 11：40 ～
12：50 まで 70 分間、話をさせてもらいました。大
戦前の話を前半に、後半は私が着任してからの 37年
間の話をするつもりでしたが、前半で半分以上の時間
を使い、後半は駆け足になってしまいました。別の日
に改めて話をしたいなと思います。
この日の懇親会の様子です。年配の方が多かったけ
ど、若手卒業生も参加し、長らく顧問を務められた伊
藤良徳先生も来られ、とても懐かしく、楽しかったで
すね。これが 2月 23日です。

■ 附属蹴球部 100周年ウィーク

2024 年が附属サッカー 100周年ということで、い
ろんなイベントがありました。11 月 23 日には桐陰
会館で「日本サッカーのルーツを語ろう Part2 －東京
高師附属中学蹴球部の 100 周年を機に」を行いまし
た。その 4日後に、100周年記念シニア懇親対抗マッ
チが駒沢公園でありました。日頃から深く交流してい
る附属、湘南、浦和。それに府立五中、小石川ですね。
あるいは自由学園、学習院、中大附属、遠方からは神
戸や広島大学附属…。こういったところからOBがわ
んさか集まり、総勢 70名がボールを蹴って楽しんだ
そうです。天気も良くて、みな元気に過ごされました。
そして 2 月の「100 周年ウィーク」です。2023
年 2月 23日。桐陰会館で記念式典並びに記念講演が

ありました。多くの方が参加されました。各校OBの
方々も来てくださり、来賓として筑波大学の永田学長、
文京区の成澤区長も来られました。JFAの田嶋幸三会
長からはお祝いメッセージが動画で紹介されました。
永田学長が来られたのは、記念講演をしてくださっ
た基礎生物学研究所長の阿形清和さんとの関係がある
ようです。「プラナリアの再生など生物の再生原理の
解明にかかる独創的な業績を上げたことが高く評価さ
れ」（基礎生物学研究所 HP より）2023 年度の文化
功労者に選ばれた阿形さんと永田学長は、サッカーの
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話は少し戻りますが、YC&ACと筑波大学との交流
試合は、東京教育大学時代の途中まで続いていました
が筑波大学のころには途切れ、100周年を機に再開し
ました。左写真は 100 周年のときの集合写真で、井
原正巳さんが来てくれました。その左隣に私がいます。
その後、毎年 2月にやっていますが、コロナ禍では
中止や規模縮小、交歓会はできない状態で、私は行か
れませんでしたが、それでも続いていました。そして
120周年の今年、ようやく制限なしで再開し、私も久
しぶりに横浜へ行ってきました。2月 24日です。
めちゃくちゃ天気が良く、絶好のサッカー日和でし
た。現役戦が久しぶりにできました。実は YC&ACの

トップチームは編成しにくくなり、現役戦をどうする
かは毎年話題になっていました。リーマン・ショック
とその後の東日本大震災で外国人の帰国が進み、神戸
も含めた外人クラブの経営は大変らしいです。しかも
ここ数年のコロナ禍です。苦労して久々にトップチー
ムの試合ができるところまで準備をしてくれました。
筑波大は一番下のカテゴリーのチームです。彼らに
とってはすごくよい経験になっただろうと思います。
OB 戦の写真です。左上が筑波大 OB で右上が
YC&ACのOBチーム。右下の細貝さんは YC&ACで
理事長もされた方で、左下が私です。
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終わってからの懇親会のようすです。左上は中村統
太郎さん、右上は息子の中村寿夫さんがスピーチされ
ているところです。那智勝浦町からはるばる来てくだ
さいました。寿夫さんは初参加です。
私はOB戦でMVPをゲットしました。ペナントを
掲げながらの集合写真です。気持ちよかったですね。
� （写真は YC&ACおよび中塚提供）

その翌日です。2月 25日もまたまた桐陰会館でした。
創部 100 周年パーティーの続きでOBが集まるとい
うので参加しましたが、行ってみると、私の還暦祝い
でした。すでに 62歳になっていますが、コロナ禍で
還暦を迎えたこともあり、改めて卒業生が企画してく

れたものです。真ん中で赤いちゃんちゃんこを着てい
るのが私です。
めちゃくちゃ面白かったですね。
「今後に向けて」ということで、コロナ禍の動きを
話させていただきました。そろそろ時間なのでこれで
おしまいにします。
附属中は 100周年、五中・小石川も 7月に 100 周
年です。志太中・藤枝東も 100 周年だそうです。湘
南は数年前に 100 周年の行事をしました。いろんな
ところで 100周年を迎えるタイミングです。
このタイミングで日本サッカー史研究会が復活する
のはすごくいいことだなと思います。
それから、学校の教師として部活動に深く関わって
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きた者からすると、部活動改革の大きな動きがあるい
ま、100年前の部活のことをひもとくのはすごく大事
なことだと感じています。
ちゃんと遊んでたんですね、子どもたちが。そして
遊びを組織化したのが部活動になったのです。先生に

言われたからやるものでなく、やらされるものでもも
ちろんありません。
そのあたりを明らかにしつつ共有できればなと思っ
ています。

■ 参加者からのコメント

中�塚：ちょうど 9時になりましたが、全体を通して何
名かからコメントいただけたらと思います。小石川
OBの平沢さん、いかがですか。

平�沢：今日も貴重なお話を拝聴させていただき、あり
がとうございました。手元に五中・小石川の 80年
史がありまして、それを見ながら今日のお話を伺わ
せていただいていました。
1924 年に府立五中の蹴球部が創立しています
が、さかのぼって 1919 年に、初代校長の伊藤長七
先生が着任されています。学校自体はその 1年前の
1918 年に、五中が籠町に学校を構えたところで、
筑波大学附属中・高、高等師範との長い歴史の重さ
を改めて感じることができました。
80 年史の次に、いま 100 年史を作っています。
20 年前に 80 年史が作られたときに、戦績一覧が
ありまして、最初は 1924年、第 1回全国中学校蹴
球大会に参加させていただいているんですけども、

そこで成城中学と試合をしていますが、会場が高等
師範の校庭です。府立五中の最初の試合の会場が高
等師範ということが載っておりました。
7月 13 日に記念試合と式典を準備させていただ
いています。長い 100 年の歴史を改めてかみしめ
ながら、またご支援をいただきながら開催したいと
思いますので、よろしくお願いします。
本日はありがとうございました。

中�塚：ありがとうございます。7月 13 日は参加の方
向で調整できそうです。私は参ります。現役部員の
予定がよくわからないので高校の試合ができるかど
うか、また確認して連絡させていただきます。
お手数かけますけどよろしくお願いします。あり
がとうございました。
他の方から、会場の方も含めていかがですか。奥
崎さんどうですか。
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奥�崎：久々に筑波大学附属高校に、何年ぶりかわから
ないぐらいに来ました。中塚先生から懐かしい話を
お聞きしたり新しい発見があったり、八咫烏のデザ
インの話など、いろいろわかったというか、やっぱ
り日本サッカー協会が歩んでいる中で、改めて八咫
烏の存在に注目してほしいなと思います。
僕はサッカーのメディアで働いていますけど、こ
れからのサッカーを考えるには、これまでどのよう
に歩んできたのかを振り返りつつ理解することがと
ても大切だということに気づかされ、有意義な時間
でした。参加できてよかったです。ありがとうござ
いました。

中�塚：ありがとうございます。張さん、小池さんから
はどうでしょうか。

張�　：いろんな資料を発掘して深掘りしていただいて、
興味深く、ああそうなんだと思いながら勉強させて
もらいました。
お話聞いてつくづく思ったのは、やっぱり日本の
スポーツ、サッカーは学校、そして部活動を中心に
展開されてきたんだなということを改めて感じまし
た。最後の方に出てきた横浜や神戸の外人クラブ。
それに相当する日本のクラブができなかったのはど
うしてなのかということが僕の興味・関心としてま
た持ち上がってきました。どうして日本にはクラブ
ができなかったんだろうということを、僕なりに勉
強したいなと思いました。ありがとうございました。

小�池正通：久しぶりに来ました。僕はもうサッカーか
ら外れた方に行きたいと思っていたのですが、実は
ど真ん中にいたということを感じました。坪井玄道
の（銅像の）隣で勉強していました。
今日話には出てこなかったのですが、小石川OB
の岡野俊一郎さんにはお世話になりました。自分の
家業をほっておいても（笑）、本当にサッカー界に貢
献された方です。
いま筑波大学蹴球部に関わっているのですが、学
生は歴史を知りません。アジアカップに内野航太郎
が行っていますが、内野台嶺のことは知ってるのか
な（笑）。現役部員はつくばの中で固まってしまって
いるので、そういう話もしていきたいなと思います。
小石川の 100 周年もあります。僕自身は研究と
仕事が忙しいのであまり深く関わることはできませ
んが、岡野俊一郎さんの後輩として、何かしらサッ
カー界に貢献できたらなと思っています。

中�塚：佐藤さんは音が出なくて発言できないようで
す。おそらく佐藤さんが言いたいのは、「日本サッ
カー史研究会が再開します！」ということですよね
（チャットで「そうです」と返事あり）。
サロン 2002 でもサッカー史はたびたび取り上げ
ますので、うまくコラボしながらやっていけたらと
思います。今後ともよろしくお願いします。
では本日はこれにて終了です。どうもありがとう
ございました。
� 以上
� （この後は茗荷谷駅周辺で懇親会）

� 資料・写真等は、出典・提供者が明記されているものを除いて中塚義実所蔵・提供。


